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□意見募集期間   

平成 23年 12 月 22 日（木）～平成 24 年 1月 23日（月） 

 

□意見提出状況 

  （１）提出者     １１２人・団体            （２）提出意見数 １９４件 

 

  （３）提出方法  ア 持参 ９１人・団体 

             イ 郵便 ５人 

               ウ ＦＡＸ   ９人 

               エ 電子メール ７人 

 

（４）提出意見の内訳  

 分  類  名 件数 

計画全般にかかるもの ２５ 

各論１ ８７ 

 健康づくり・介護予防の充実 （６０） 

 生きがい・社会参加・地域活動の推進 （２７） 

各論２ １１ 

 総合的な認知症対策の推進、権利擁護・虐待防止の充実・強化 （５） 

 高齢者を支える家族への支援 （６） 

各論３ ６０ 

 身近な相談と地域支援体制の強化 （１８） 

 高齢者を支える介護サービス等の充実 （３１） 

 安心して生活できる環境づくり （１１） 

その他 １１ 

 

   （５）計画への反映状況 

分 類 名 件 数 割 合 

① 計画に掲載済、または計画期間内に実施予定 113 件 58.2％ 

② 計画の追加・修正あり 11 件 5.7％ 

③ 計画の追加・修正なし 54 件 28.3％ 

④ その他 16 件 8.2％ 

合 計 194 件 100％ 

「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する 

市民意見提出手続の実施結果 

資料　１
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「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

計画全般に係るもの

1

高齢者支援計画は、介護保険法、
老人福祉法によって作られている
が、地域の状況、高齢者の実態を
他の法令と関連づけて総合的に作
らないと充分な高齢者支援はでき
ないと思う。

この計画の策定に当たっては、市内の高齢者
など１０，２００人を対象にアンケート調査
を行うとともに、市民代表や保健・医療・福
祉関係者などからなる「高齢者支援と介護の
質の向上委員会」において議論を重ね、更に
市民、関係団体と直接意見交換を行うなど、
高齢者の実態やニーズをきめ細かく把握する
よう努めたところです。
また計画の策定に当たっては、保健・医療・
福祉をはじめ各分野別の計画と相互に連携を
図り、住宅・雇用・教育・コミュニティなど
の施策とも関連づけた総合的な計画として策
定しました。

3 ①

2
高齢者支援計画の概略予算を明示
すべきと思う。

計画の大半を占める介護保険サービスの事業
費について、計画期間内の見込額を計画書に
掲載しています。（４－１８ページ）
また、計画全体の予算額については、毎年度
の予算編成にあわせて別途公表します。

3 ③

3

高齢者の一人暮らしや二人暮らし
では、パソコンが使えない。ホー
ムページ以外でわかりやすく公表
してほしい。

計画の素案については、市ホームページとあ
わせて区役所や市民センターに冊子を配置し
ました。今後は計画の概要をまとめたパンフ
レットを作成・配布するなど、市の取り組み
について、よりわかりやすくお知らせしま
す。

2 ①

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

3

資料２



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

4

この計画素案は、行政の目線で理
念や目標がまとめられている。こ
のためため非常に理解しにくい計
画書となっている。
計画の内容について、健康な人か
ら介護が必要な人まで、ライフス
テージ別にいろいろなサービス・
支援を準備していることを、“高
齢者とその家族”に明確に示す事
が非常に重要であると考える。
こうした考えのもと、計画書の再
検討・作成を、ぜひお願いした
い。

3 ①

5

高齢者支援について①病気に対す
る不安解消のための施策②高齢者
が安心して暮らせる社会及び社会
インフラの整備③高齢者の能力活
用の順番で考えるといいと思う

2 ①

6

計画の中に見慣れないカタカナ語
が出てくるため解説が必要と思
う。例えば「レスパイト」とは何
か。

レスパイトとは「休息」のことで、介護者の
休息のため、一時的に病院や施設へ入所・通
所することを「レスパイト・ケア」といいま
す。計画の中のカタカナ語、専門用語につい
て、巻末に用語解説を添付しました。

3 ②

7

３年ごとの計画とは別に、少し
中・長期的な計画が必要と思う。
また、まちづくりの視点から考え
るのであれば、少なくとも地域福
祉計画と高齢者支援計画、健康づ
くり、食育などの計画は一つにま
とめてもよいのでは、と思う。計
画づくりに時間や人手を割くより
も、その分、市の職員と地域住民
が一緒に地域活動に取り組んでは
どうかと思う。

この計画は、本市の基本構想・基本計画であ
る「元気発進・北九州」プランに基づく分野
別計画であり、基本構想における長期的なま
ちづくりの視点や、これまでの高齢社会対策
の取り組みを踏まえながら、今後３年間の取
り組みについてまとめたものです。なお計画
の策定にあたっては、地域福祉や健康づくり
など、保健福祉の分野別計画とも十分に整合
を図っています。
一方で、多様なニーズにきめ細かく対応する
ためには、分野別に検討を重ねて実施計画を
まとめることも重要と考えています。
なお、相談・支援や健康づくりなど、具体的
な施策の推進にあたっては、適宜、市の職員
が地域に出向いて対応したり、協働して事業
を進めています。

2 ①

今回の計画素案では、計画全体を「生きがい
と健康づくり」「認知症対策や家族への支
援」「相談体制とサービスの充実」の３つの
視点から取りまとめ、高齢者のライフステー
ジに応じた施策を盛り込んでいます。市民の
皆様への計画の広報にあたっては、ご意見の
趣旨も踏まえ、より分かりやすく、親しみや

すい内容となるよう検討します。
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「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

8

計画が実施の移された場合、官民
一体となって協働して取り組まな
ければ成果は期待できないと思
う。第二次高齢者支援計画の実施
にあたって、所管する課以外の課
では、あまり関心がなかったよう
に見受けられる面が多々あった。

ご意見の趣旨を踏まえ、次のとおり追加しま
す。

〔３ページ「計画の位置づけ」（１）〕
　なお、高齢社会対策はまちづくりの重要な
課題であり、今後とも家庭や地域の支え合い
機能を維持し、将来へ向けて活力と魅力ある
社会の実現を図るため、この計画に基づく高
齢者の支援とあわせて、社会の担い手となる
若年者等への就労支援や次世代育成支援、環
境への対応など、様々な取り組みを進めま
す。

2 ②

9
市民に計画の広報をし、理解を得
ることが大切ではないか。

策定した計画を市政だよりや出前講演の実施
のほかPR手法を幅広く検討し、積極的なPR
に取り組んでいきます。

2 ①

10

第二次高齢者支援計画の実績が書
いていない。二次計画の反省が、
どう反映されているかがわからな
い

第二次高齢者支援計画の成果や課題について
は、医療・福祉関係者、市民代表、学識経験
者等からなる「高齢者支援と介護の質の向上
委員会」において検討し、今回の計画におけ
る取り組みの方向や事業の内容に反映してい
ます。
なお、二次計画の主な取り組みの成果と課題
については、概要をまとめて今回の計画書に
掲載しています。
（「各論１～３」各冒頭部分）

3 ①

11
いつまでも安心して生活できるよ
う計画が着実に実施されるようお
願いしたい。

本計画における施策の進捗管理にあたって
は、それぞれの事業の活動内容や活動実績と
あわせて、取り組みの成果についても評価を
行ってまいります。

2 ①

12

高齢者が支援されるばかりでな
く、能力に応じた社会参加・社会
貢献を行うことが求められている
のではないか。また、自分の身は
自分で守るといったことも大事で
はないか

現在本市では、高齢者の皆さんが地域活動の
担い手として、広く活躍されています。今後
は、より多くの高齢者が自らの健康を維持す
るとともに、それぞれができる範囲で「地域
社会の担い手」として活動できる環境づくり
を進めることが重要です。
この計画においては、こうした考えのもと、
重点課題として高齢者の主体的な社会貢献活
動の支援に取り組むこととしています。

2 ①

5



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

13
「高齢者支援」よりも「少子化対
策」の着実な実施が急がれている
のではないか。

本市では、少子高齢化が進む地域の現状を踏
まえ、「次世代育成対策（少子化対策）」
「高齢者支援」「雇用対策」など様々な取り
組みを進めています。こうした「まちづく
り」の視点について、ご提案の趣旨も踏まえ
て、計画総論に次のとおり追加します。

〔３ページ「計画の位置づけ」（１）〕
　なお、高齢社会対策はまちづくりの重要な
課題であり、今後とも家庭や地域の支え合い
機能を維持し、将来へ向けて活力と魅力ある
社会の実現を図るため、この計画に基づく高
齢者の支援とあわせて、社会の担い手となる
若年者等への就労支援や次世代育成支援、環
境への対応など、様々な取り組みを進めま
す。

5 ②

14

計画策定の趣旨で「元気な高齢者
が主体となって、さまざまな地域
活動が進められています」とあり
ます
が「元気だから活動しているので
はなく、地域活動等をやっている
から健康であり元気なのだ」と言
う方が正しいと思う。

ご意見の趣旨を踏まえ、計画の概要版につい
て次のとおり修正します。

〔計画概要版１ページ「計画策定の趣旨」〕
　現在本市では、高齢者の皆さんが地域活動
の担い手として、広く活躍されています。
　今後は、より多くの高齢者が自らの健康を
維持するとともに、それぞれができる範囲で
「地域社会の担い手」として活動できる環境
づくりを進めることが重要です。

3 ②

15

いくら良い制度やシステムがあっ
ても高齢者がその内容を知り活用
しなければ意味がない。現在の計
画は、制度を作ったから必要な人
は活用してくださいという「待
ち」の姿勢だと思う。高齢者支援
計画は大変重要な計画だし高齢者
個人から制度に繋ぐための基本組
織（ネットワーク）の確立が必要
だと思う。

計画の推進にあたっては、地域に密着した介
護保険サービスなどの拡充とあわせて、地域
活動に携わる人材の育成支援、各区の「保
健・医療・福祉・地域連携推進協議会」の活
動の支援、「地域包括支援センター」をはじ
め身近な相談・支援体制の強化などに取り組
み、本市が培ってきた“北九州らしい”地域
のネットワークの更なる充実を図ります。

2 ①

6



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

16

「地域で見守り」とあるが、ふれ
あい通信員に「向こう三軒両隣」
のつもりで見守りをお願いしてい
るが、任期が１年であり、関心が
希薄で、実現はなかなか難しいの
ではないか

支援を必要とする高齢者の孤立を防ぎ、身近
な見守り・支援のもとで安心して生活できる
よう既存の見守り支援ネットワークを中心
に、地域や関係者間の連携を推進し、高齢者
の在宅生活を地域社会全体で見守ることがで
きるよう、取組みます。

2 ①

17

基本目標２　高齢者と家族を大切
にし共に支えるまちとあるが、民
生委員、福祉協力員が、認知症の
人の氏名を尋ねても、個人情報の
ため、開示は不可とのことで、こ
れでは、認知症の家族を支援でき
ない。また、地域包括支援セン
ターの職員と、民生委員、福祉協
力員との会議が一度もない。それ
で、うまく運ぶだろうか

現在、地域での見守り・支援のため、民生委
員に６５歳以上の高齢者等の情報を提供して
います。
しかし、認知症の方に限っての情報について
は慎重な取扱が求められるため、原則、ご本
人の了解をとりながら、地域の支援者の方々
との情報共有を進め、支援の充実を図りたい
と考えています。
また、地域包括支援センターの機能強化を図
り、同センターを中心として、地域団体との
連携や情報共有に取り組みます。

2 ①

18

北九州市が考える地域包括システ
ムとは、どのようなものかイメー
ジしにくい。もう少し詳しく説明
してほしい。

本市では、小学校区を単位として、保健・医
療・福祉・地域が連携しながら、支援の必要
な人を地域で支え合うネットワークづくりを
進めてきました。この計画においても、これ
まで培ってきた地域のネットワークを支え合
いの基盤として、包括的な地域ケアの充実を
図ることとしています。
（詳しくは、計画総論４２～４５ページに記
載しています。）

3 ①

19

「高齢者」が高齢化にともなう機
能低下によって「障害がある」状
態になり、その障害程度によって
「障害福祉サービス」を受けると
いう、障害についての正しい知識
の普及・理解の促進として大切で
ある。あわせて、「誰もがなるも
の」という視点を啓発し、地域で
の見守りや社会参加を進めるた
め、市民への誤解や偏見をなくし
ていくことが重要である。また、
高齢者を介護する家族にも障害者
が増え、家族の障害者の持つ課題
も合わせて相談支援する体制づく
りを行って欲しい。

市民の間に障害に関する正しい知識の普及や
理解の促進を図るため、平成23年度に作成す
る「障害のある人の人権啓発冊子」を活用し
て、地域住民を対象にしたミニ講演会の開催
など、積極的な啓発活動を行っていくことと
しています。
 また、相談窓口については、平成２４年度に
障害者相談支援の中核となる基幹相談支援セ
ンターを設置する予定です。このセンター
は、現在の北九州市障害者地域生活支援セン
ターを機能強化するもので、「よろず相談窓
口」「必要に応じた訪問相談」「継続支援を
要する障害のある人への担当者を付けた支
援」を特徴とするものです。是非ご相談下さ
い。

4 ④
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「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

20
効果を常に検証しながら、事業を
進めていただきたい

本計画における施策の進捗管理にあたって
は、それぞれの事業の活動内容や活動実績と
あわせて、取り組みの成果についても評価を
行います。

2 ①

8



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

各論
各論１　いきいきと生活し、積極的に社会参加できるまち（基本目標１）
健康づくり・介護予防の充実

21

健康マイレージ関係の書類が複数
回にわたって届くが、同じ内容で
無駄になる。予算がどのくらいか
わからないが、他に補助してほし
い。

「健康マイレージ事業」は広く市民に参加い
ただけるように地域に最新情報を届けていま
す。今後はさらにコストを意識した情報提供
のあり方を検討します。

2 ③

22

「健康マイレージ事業」は３年目
にもかかわらず「なんですか？」
と言う市民がなんと多い。また、
「市民センターを拠点とした健康
づくり事業」では地域でＧＯ！Ｇ
Ｏ！健康づくりが比較的認知度が
高いが、それでもセンターによっ
てはかなり温度差がある。
公園での健康遊具は、近くの公園
には５～６種類の遊具があるが利
用してる人を見かけることはほと
んどない。
「市民センター」や「まちづくり
協議会」をしっかりと動かせるよ
うなものにしてください。そして
積極的に健康づくりの活動につい
て社会参加出来るような環境を
作ってください。

「健康マイレージ事業」は開始から３年目に
入り、徐々に周知が図られ参加者も増えてい
ますが、さらに多くの市民が参加できるよう
地域が主体となって事業展開する仕組みを検
討しており、その中でより効率的かつ効果的
な事業ＰＲの方法等についても検討します。
「市民センターを拠点とした健康づくり事
業」は現在市内の６割強の地域で展開されて
いますが、今後も全市展開を目指します。
公園については、地域の拠点となる公園にお
いて、高齢者等の健康づくりに効果的な健康
遊具の設置と、健康づくり教室を開催する事
業を開始しました。既存の健康遊具について
も、効果的な活用が図れるよう、サポーター
育成などについても検討していきます。
全ての市民がいきいきと生活し、積極的に社
会参加できるまちづくりは大変重要であるた
め、今後も地域の各団体やボランティア等と
の連携を深め、さらなる住民主体の健康づく
り活動を促進します。

2 ①

23

高齢者体力づくり支援を受けてい
る。改めて基礎運動の大事さが少
しずつわかってきた。ついていく
のが少し大変だが、回を重ねるに
つれ、楽しさを覚えている。少し
でも自分の体に取り入れて健康体
に努めようと思っている。

本市では、生涯を通じた自主的な健康づく
り・介護予防を推進するため、各種教室等を
開催しています。
今後は、様々な地域において、このような健
康づくり・介護予防活動が地域住民が主体と
なって行われるよう、地域の活動リーダーの
育成等にも力を入れていきます。

1 ①

9



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

24

みんなで歩こう北九州について、
目標の地点までがむしゃらに歩く
ため、高齢者にとっては、非常に
強行なものであった。高齢者の支
援という目標があるなら、例え
ば、名所等を話ながら楽しく歩け
るようなコースの設定を考えてほ
しい。

健康づくりには、自分の体力や体調に応じて
楽しみながら活動を継続することが最も重要
です。そのため、本市では「みんなで歩こう
北九州」の参加者にもウォーキング前の体調
チェックや安全なウォーキングについて注意
喚起しました。
今後もより多くの市民が楽しく健康づくり活
動に取り組めるよう、地域で健康づくり活動
を推進するボランティア等との連携により、
安全情報の提供に努めるとともに、身近な地
域の特徴あるウォーキングコースの設定等に
ついて検討します。

2 ①

25

健康づくり事業で健康遊具が設置
され、健康づくり教室が始まった
が、もっと設置箇所を増やしてほ
しい。（各区で実施してほしい、
身近な公園に健康遊具を設置して
ほしい）

 現在モデル的に市内3箇所で健康づくり教室
を開始しました。
今後、各区1箇所、地域の拠点となる公園で同
様の遊具設置、教室の開催を行っていくこと
としています。

2 ①

26
水中歩行教室があるが、回数を増
やして、もっと多くの方達が参加
できるようにしてほしい。

水中歩行教室の開催にあたっては、会場の制
約等があり、開催回数及び参加者数を限定さ
せていただいております。

2 ③

27

筋力トレーニング教室や水中歩行
教室など種々の教室の参加者の選
び方を工夫してほしい。（抽選で
もれて参加できないことがある。
抽選漏れをなくしてほしい。通年
で参加できるようにしてほしい。
多少の費用負担があっても、継続
して参加できるようにしてほし
い。）

筋力向上トレーニング啓発教室は、自宅など
で継続して運動に取り組むことができるよ
う、ストレッチなどの運動方法を普及啓発す
る目的で実施しています。
そのため、これから健康づくりに取り組もう
とする方が、その機会を逸しないように募集
方法や教室のあり方について検討します。
また、水中歩行教室については、会場の制約
等があり、参加者数を限定させていただくと
ともに、公平・公正な参加者の選定を行うた
めに抽選による方法をとっています。

2 ③

10



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

28

高齢者に関する各種障害要因を予
防するためには健康づくり活動が
重要である。
本市には健康づくり推進員制度が
あり、非常に重要で基本的な活動
を行うボランティア活動である
が、いかにも市の補助が少ない。
何でも金をかければよいというも
のではないが現在はいかにも少な
すぎる。

地域における健康づくり・介護予防活動を促
進するためには、地域住民が主体的に取り組
める環境整備やリーダーとなる人材の育成が
重要となります。
地域における健康づくり活動のけん引役であ
る健康づくり推進員の果たす役割は重要と考
えており、健康づくり推進員の活動を促進す
る効果的な支援のあり方について検討しま
す。

2 ①

29

今後、さらに高齢者人口は増え、
それを支える現役世代は減ってい
くことから、介護を必要とする
人、特に入所者を増やさない取り
組みが必要であると考える。
長期的な視点で、中高年からの健
康づくりやその必要性の啓発など
に力を入れ、元気高齢者を増やす
取り組みを進めていただきたい。

高齢化が急速に進む中で、地域のコミュニ
ティを維持し、さらに活性化させるために
は、地域の高齢者世代が、自らの健康を維持
するとともに、地域社会の担い手としても幅
広く活躍できる環境づくりを進めることが重
要となります。
そのため、健康づくり・介護予防に関する正
しい知識の普及啓発や地域における健康づく
り・介護予防活動のけん引役となる人材の育
成・活動支援、地域のネットワークの連携強
化を図り、地域における健康づくり・介護予
防活動を促進します。
また、平成25年度からの次期健康増進計画に
おいても、さらに個人が主体的に健康づく
り・介護予防に取り組みやすい社会環境の整
備について検討していきます。

2 ①

30

「健康マイレージ事業」が全国規
模のものであれば、シールを全国
共通のものにしてはどうか。例え
ば、「ツーデイマーチ」のような
全国より参加者の集まる事業で
は、これを対象事業として、シー
ル又は証明書を発行し、居住地で
シールと交換する、また帰省等で
帰省先で健康づくり事業に参加し
た場合、対象事業があればシール
又は証明書を発行し、居住地で
シールと交換できるようなシステ
ムにしてはどうか。

「健康マイレージ事業」は、市民の健康づく
り・介護予防の取り組みのきっかけづくりを
目的として、北九州市が独自に取り組んでい
る事業です。

５ ④

11



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

31
健康マイレージ事業をもっとPR
してほしい

「健康マイレージ事業」は開始から３年目に
入り、徐々に周知が図られ参加者も増えてい
ますが、さらに多くの市民が参加できるよう
地域が主体となって事業展開する仕組みを検
討しており、その中でより効率的かつ効果的
な事業ＰＲの方法等についても検討します。

2 ①

32
健康マイレージのグッズは廃止し
てもいいのではないか

「健康マイレージ事業」は、市民の健康づく
り・介護予防の取り組みのきっかけづくりを
目的として実施しています。グッズは、より
多くの市民の健康づくりへの取り組み意欲を
喚起するために適切な景品を選択することと
しています。

2 ③

33
筋力向上トレーニング教室は、ど
のような人が対象になっているの
か

運動する上で健康上問題のない６５歳以上の
方で、日頃の生活の中でできるような運動を
学びたい方を対象にしています。

5 ④

34

６５歳以上を対象としたジムを各
区に１つつくっていただきたい。
・バス停に近く、駐車場を有する
こと
・高齢者でも楽に操作できる筋ト
レマシンの設置
・スタジオで３０分から１時間位
の教室（体力にあわせて参加でき
ること）
・会費は、体調に合わせるため、
チケット制にすること

本市では、身近な地域で生涯を通じた自主的
な健康づくり・介護予防活動を継続していた
だけるよう、筋力向上トレーニング啓発教室
や体操教室等の開催を行っています。
健康づくりを行うジムについては、市内に多
くの民間施設があり、健康に不安がある方が
適切なアドバイスを受けながら運動に取り組
めるメディカル・フィットネス施設を併設す
る医療機関もあるため、目的にあった施設を
利用していただきたいと考えています。

2 ③

35
筋力向上トレーニング教室などの
スポーツ教室をいろいろな場所で
やっていただきたい。

筋力向上トレーニング啓発教室については、
参加者の利便性等を考慮しながら、各区１～
２ヶ所程度、それぞれ年間３期実施していま
す。
また、市民センターや体育館、地域の総合型
スポーツクラブなどでも各種の体操・スポー
ツ教室が開催されていますので、ご利用くだ
さい。

2 ①

12



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

36

身体や心の健康が大切であり、こ
れらを促進する講演会やイベント
をしてほしい。（参加しやすい内
容、日時を設定してほしい）

生涯を通じた自主的な健康づくり・介護予防
を推進するため、正しい知識の普及啓発を目
的として、講演会やイベントなどのPR活動
を、多くの市民が参加しやすい内容・日時に
配慮しながら実施します。

2 ①

37
公園よりも公民館や市民センター
に健康遊具や器具を設置していた
だきたい。

誰もが気軽に、それぞれのライフスタイルに
合った時間に健康づくりに取り組むことがで
きるよう、身近な公園において健康遊具の設
置を進めています。

2 ③

38
健康づくり・介護予防の教室の年
間スケジュールを市政だよりなど
で広報してほしい。

各教室の具体的な実施日時は、会場や講師と
の調整もあって決まる時期が未定のため、年
間分をお知らせすることは難しいですが、事
業内容決定後、できるだけ早い時期に市政だ
よりで募集するとともに、チラシ・ポスター
などで広報を実施します。

2 ③

39
健康づくり・介護予防の教室のビ
デオがあれば、家で継続して取り
組めると思う。

自宅において健康づくり・介護予防に取り組
むきっかけとなるよう、ひまわりタイチーや
きたきゅう体操のＤＶＤを製作しています。
今後、必要に応じて他の健康づくりに関する
ＤＶＤの製作も検討していきたいと思いま
す。

2 ①

40

平成２４年度はメタボ解消に取り
組むようだが、あれもこれも活動
に入れないで年間を通じた活動と
してもらいたい。

健康づくりを推進するためには、生活習慣病
の予防は重要であり、その要因の一つである
メタボリックシンドローム等の改善のため
に、今後も地域における各団体やボランティ
ア等と連携し、継続して実施してまいりま
す。

5 ④

生きがい・社会参加・地域活動の充実

41

高齢社会への対応を急がないとい
けない。定年延長を含めて、元気
な高齢者の労働力を増やすことが
大事ではないか。

働く意欲のある元気な高齢者の方々には、そ
の就労ニーズに沿って支援できるよう、関係
機関と連携して、就労相談等行っていきま
す。

2 ①

13



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

42
寿命が延びていることを考え、生
涯学習の場づくりも、もっと力を
注ぐべきではないかと思う。

年長者研修大学校の校外講座（シニアカレッ
ジ）の開催箇所を増やすなど、より多くの方
に学習の場が提供できるようにします。
また、現在、身近な地域の活動拠点である市
民センターにおいて、一般教養や趣味・実技
的な講座など幅広い内容の生涯学習市民講座
を開設しており、この学習への参加は、健康
づくりや生きがいづくり、地域活動にもつな
がっています。
今後は、「北九州市生涯学習推進計画」（平
成23年7月策定）に基づき、学習機会や情報
提供の充実を図ります。

2 ①

43

生活や時間に余裕のある高齢者に
地域交流、次世代育成などのボラ
ンティアをしてもらうよう、いろ
いろな機会を通じてPRしていく
ことが大事だと思う。

2 ①

44
高齢者によるボランティアを後押
しする仕組みづくりも必要と思
う。

2 ①

45
高齢者でも参加できるボランティ
アがあれば参加したいと思う。

2 ①

高齢者が参加しやすいボランティア活動等に
関する情報の収集や身近な場所での提供など
の仕組みづくりを進めることにより、高齢者
のボランティア活動の推進を図ります。

14



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

46

健康づくり、地域活動の推進など
いろいろな取組みがなされている
が、活動を知らない人達が多く見
受けられる。特に高齢世帯で町内
会などに加入していない方達は知
らない人が多い。なんらかの方法
で知らせるようにしてほしい。ま
た、どのようにして参加してもら
うかを考えてほしい。

生涯を通じた自主的な健康づくり・介護予防
を推進するためには、身近な地域で各自のラ
イフスタイルに応じた健康づくり・介護予防
活動を継続できる環境づくりが重要となりま
す。
そのため、地域で活動する団体やボランティ
ア等との連携によって、健康づくり・介護予
防に関する効果的な普及啓発のあり方、参加
しやすい事業形態を検討していくとともに、
地域住民が主体となった健康づくり・介護予
防活動の支援・環境整備に取り組んでいきま
す。
また、高齢者が参加しやすいボランティア活
動等に関する情報の収集や身近な場所での提
供などの仕組みづくりを進めることにより、
高齢者のボランティア活動の推進を図りま
す。

2 ①

47

市民センターを地域ボランティア
活動のキーステーションにし、助
けて欲しいニーズの発掘、収集や
助けてあげたいボランティア人材
の発掘、登録を行うことができな
いか。
現在の市民センターの職員体制で
少し工夫すれば始動はできるので
はないだろうか。
もちろん本格的に拡大すれば職員
の増員が必要であろう。

既に、区ごとにボランティア・市民活動セン
ターが設置され、地域ボランティアの登録や
コーディネート等の支援を集約して行ってい
ます。したがって、市内129箇所の市民セン
ターごとに地域ボランティアの登録等を行う
ことは、効率的ではないと考えています。ご
理解をお願いします。

4 ④

15



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

48

市民ボランティア保険の充実化が
必要である。
何かこの保険のお世話になる事態
になった時には市が前面に出て保
険処理をすべきである。
何でもかんでもボランティアに丸
投げすることでは困る。

ボランティア活動は、個人の自発的な意思に
基づいて行われる公益的な活動であり、通常
その活動に伴うリスクについては活動者が自
己責任で対応することとなります。
 北九州市では、ボランティア活動中に事故が
起きた場合などについて、保険で一定の水準
の補償を行う制度を運営していますが、この
制度は、活動者の経済的な負担の軽減が目的
であり、市が活動者に代わって事故の責任を
負うものではありません。
したがって、保険金支払いのための手続きな
どは、市と契約した保険会社が行いますが、
活動中に他人に損害を与えた場合の示談の手
続き等については、第一義的に活動者である
当事者（団体の責任者等）で行っていただく
こととなります。ご理解をお願いします。

2 ③

49

高齢化が進む現状から考えて、敬
老祝金などの現金給付は廃止の方
向で見直し、その経費を介護サー
ビスに充てるべきではありません
か。

敬老祝金については、長年にわたって社会に
貢献してきた高齢者を敬い、長寿をお祝いす
る事業として定着しています。一方で、高齢
化の進展等を踏まえ、これまでも必要な見直
しを行ってきたところです。

2 ③

50

高齢者の健康づくりの問題点とし
て、①定年退職後の健康づくりに
関する情報が不足する。②定年退
職後は仲間から孤立する。③加齢
による肉体的な衰えに気がつかな
い。これらを解決するには、仲間
づくりが大切だが、その方法は行
政、企業とも努力不足だと思う。
提案として、定年退職後、健康づ
くりをどうするかということを定
年前に企業説明会を開いて各市民
センターの活動状況をセンターの
担当者から説明し、退職後のサー
クル活動への参加の呼びかけをす
ることが、最低必要なことだと
思っている。

生涯を通じて健康で活動的な生活を送るため
には、高齢期になる前から健康の維持・増進
に努め、身近な地域で各自のライフスタイル
に応じた健康づくり・介護予防活動を継続で
きる環境づくりが重要と考えています。
また、高齢者の健康づくり・介護予防を考え
る上で、職域保健と地域保健の連携は重要な
視点であると考えます。
そのため、ご提案の趣旨も踏まえ、退職され
る方に、地域の健康づくり・介護予防の取り
組みについて情報提供することについて、ど
のような方法が効果的かつ効率的かを検討し
ていきます。

2 ①

16



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

51

元気な高齢者が支援が必要な高齢
者の面倒をみる介護支援ボラン
ティア制度はどんどんやっていく
とよい。

平成２４年度中にボランティア団体や介護保
険施設等と意見交換を行い、平成２５年度に
実施します。

1 ①

52

介護支援ボランティア制度の実施
にあたって、
①本来のボランティア活動とは差
別化するためにも、「マイレージ
制度」のように異なる名称にす
る。
②受け入れる施設に、専門研修を
受講した専任のボランティアコー
ディネーターを配置し、本事業の
参加をきっかけに、従来のテーマ
型のボランティア活動や、地域の
活動に取り組むように促すことが
重要である。

平成２４年度中にボランティア団体や介護保
険施設等と意見交換を行い、平成２５年度に
実施します。

2 ①

53

「高齢者いきがい活動支援事業」
の中に、閉じこもりがちな高齢者
の社会参加につなげるため、
JCOM等で介護予防のためのテレ
ビ番組を報道することを検討して
ほしい。

「高齢者いきがい活動支援事業」では、高齢
者が参加しやすいボランティア、生涯学習に
ついて、情報提供窓口の設置やインターネッ
トでの情報提供を検討しています。
また、生涯を通じた自主的な健康づくり・介
護予防を推進するため、正しい知識の普及啓
発は重要であり、テレビ番組の活用について
も検討します。

2 ①

54

高齢者がいきいきと生活できる取
り組みを充実させてほしい。（自
主的に行っている健康づくりグ
ループへの支援、穴生ドーム等の
施設の内容充実、年長者研修大学
校を他の地域にも設置してほし
い、市民センター等で体だけでな
く頭を使う教室をしてほしい）

高齢者による地域活動への支援や既存の施策
の充実など、高齢者がいきいきと生活できる
環境づくりを促進します。

2 ③

55

市の高齢者施策を推進していく上
での重要なパートナーである老人
クラブの位置付け、事業の連携
（住み分け）や未加入・未組織の
８割の高齢者を現実にだれがどの
ように支え、事業に参加させてい
くかなどを、更に記述してほし
い。

高齢者施策の推進にあたっては、老人クラブ
をはじめとする団体や地域住民のみなさんの
ご協力が不可欠です。今後とも、これらの団
体との連携を図りながら高齢者施策を推進し
ていきたいと考えています。

3 ③

17



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

56

高齢者の方々の買い物のお手伝
い、食育アドバイザーとして、ヘ
ルスメイト（食生活改善推進員）
の活躍の場をつくってほしい。

ヘルスメイトには食を通じた健康づくりや、
食育を推進するリーダーとして、ふれあい昼
食交流会をはじめとした高齢者食生活改善に
取り組んでいただいていますが、今後も高齢
者を地域で支える担い手としての活動を支援
していきたいと考えます。

2 ①

57

保育時間を延長してほしい。軽度
の病気・学級閉鎖等の時に子ども
のお世話をしてくれる施設があれ
ば助かる。そこに経験豊かな高齢
者が働く場所ができないか

現在北九州市では、市内１５８箇所の保育所
のうち１４３箇所で延長保育を実施してお
り、今後も事業の拡充に取り組んでいくこと
としています。また、仕事の都合や軽度の病
気など、一時的に子どもの世話ができないと
きに、相互援助により子育て支援活動を行う
有償ボランティア事業（「ほっと子育てふれ
あい事業」）があります。

このうち保育所では、高齢者を含む地域住民
の皆様のご協力をいただきながら、昔遊びな
どの体験・交流活動を積極的に進めていま
す。また「ほっと子育てふれあい事業」で
は、幅広い世代の市民が子育ての援助を行う
「提供会員」として従事されています。今後
ともこうした取り組みを通じて世代間の交流
を深め、安心して子育てできる地域づくりを
進めます。

5 ④

各論２　高齢者と家族を大切にし共に支えるまち（基本目標２）
総合的な認知症対策の推進、権利擁護・虐待防止の充実・強化

58

認知症のことについて、まだまだ
知らない人が多いと思う。認知症
サポーターの養成講座はとてもよ
い取り組みで、身近な場所や、企
業、学校などでも行うとよいと思
う。ＰＴＡの家庭教育学級などと
連携してはどうか。

認知症サポーター養成講座については、様々
な企業や団体等で開催しており、小学校での
講座も行っています。ＰＴＡを対象とした講
座についても積極的に働きかけていきます。

2 ①

59
認知症の「ものわすれ外来」は
もっと必要と思います。数を増や
すことはできませんか。

本市では、認知症の早期発見、早期対応のた
めに認知症に詳しい専門的な知識をもつ43箇
所の医療機関に「ものわすれ外来」として協
力していただいています。
さらに今後は、より身近なかかりつけ医が認
知症の診断等の知識を深め、必要により「も
のわすれ外来」と連携していくことが大切で
す。
そのために、かかりつけ医を対象とした認知
症対応力向上研修を実施しています。

2 ③

18



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

60

高齢者の認知症については、早期
の発見、治療が重要だと思う。歯
科医師をしているが、認知症の初
期症状と思われる「口腔感覚の異
常」を呈する患者に出会うことが
よくある。歯周病と歯牙欠損は、
ほとんどの高齢者の方が有してい
る疾患であり、その方々が、かか
りつけの歯科を受診する際に、何
らかの形で認知症のスクリーニン
グを行うことができれば、認知症
の早期発見に少しでも貢献できる
と思う。

認知症の早期発見・早期対応のためには、さ
まざまな機会を捉えることが必要であり、歯
科医師との連携についても検討したいと思い
ます。また、高齢者の健康状態に関する相談
対応や関係機関の紹介を行う等のかかりつけ
歯科医の役割について、市民への普及啓発を
図っていきます。

2 ①

61
早期に認知症がわかる方法や本人
や家族がどう受け入れるかが鍵だ
と思う

市民が認知症を正しく理解できるよう、認知
症啓発月間記念講演会や街頭啓発、認知症サ
ポーター養成講座などを通し、市民啓発を推
進します。併せて、認知症コールセンターを
はじめとする相談窓口を充実し、本人や家族
からの相談や悩みに対応します。

2 ①

62

民生委員が一般高齢者世帯及び単
身高齢者世帯を定期的に家庭訪問
して地域の実態を把握するなど、
認知症の早期発見、早期対応をお
願いしたい。

民生委員は、高齢者等を家庭訪問し、地域に
おける声かけや見守りなどを行っており、気
になる事例については、行政に相談すると
いった役割を担っています。相談を受けた行
政では、迅速に訪問等を行い、認知症の早期
発見・対応を含め対応しています。

2 ①

高齢者を支える家族への支援

63

高齢者を介護する家族の不安や悩
みについて、身近なところで日頃
から相談したり、情報交換や介護
についてアドバイスが受けられる
ようなサービスが必要と思う。

高齢者の保健・医療・福祉に関する総合相談
窓口として、市内２４ヶ所に地域包括支援セ
ンターを設置しています。
今後も、支援を必要とする高齢者やその家族
に、地域包括支援センターを広く認知しても
らえるよう努めます。

2 ①

19



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方
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結果

№
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４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

64

市役所の相談窓口は、市民にとっ
て身近とは思えません。かかりつ
けの病院やデイサービス、ケアマ
ネジャーなど、日頃から利用して
いる専門機関や、介護関係者が家
族の悩みの相談を受け、支援につ
ないでくれるとよいと思う。

高齢者の保健・医療・福祉に関する総合相談
窓口として、市内２４ヶ所に地域包括支援セ
ンターを設置しています。
同センターでは高齢者やその家族をはじめ、
様々な高齢者支援の関係者からの相談も受け
ています。今後も同センターを拠点として関
係機関の連携を進めることに加え、市民に身
近な区役所の相談体制の充実を図り、高齢者
への支援や介護に関する相談への対応を進め
ます。

2 ①

65
家で介護している人の負担が軽く
なるような支援をお願いしたい。

高齢者を介護する家族等の負担を軽減するた
め、訪問介護やショートステイなどの在宅
サービスの充実を図るとともに、身近な介護
施設における介護教室などを実施する予定で
す。
また、認知症コールセンターや排泄ケア相談
を実施するなど、さまざまな相談にも応じて
います。

2 ①

66
要介護者宅に出向いて相談を受け
てほしい。

高齢者の保健・医療・福祉に関する総合相談
窓口として、市内24ヶ所に地域包括支援セン
ターを設置しており、”出前主義”を掲げ、
相談者の状況に応じてご自宅に訪問し相談対
応を行っています。

2 ①

67

介護経験者に相談したいが、どこ
に窓口があるかわかりにくいの
で、もっとPRして、市民にわか
りやすくしてほしい

本市では、介護経験者が相談員である「ささ
えあい相談会」を毎月各区で実施していま
す。開催日については市政だより（区版）に
掲載しております。また、市民センター等に
もチラシを配付していますが、今後とも市民
ＰＲを充実していきます。

2 ①
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「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

各論３　住み慣れた地域で安心して暮らせるまち（基本目標３）
身近な相談と地域支援体制の強化

68

「要介護高齢者の食を支える口腔
ケア対策事業」を円滑に行うため
に、要介護者を取り巻く家族や、
保健・医療・福祉・地域の関係者
が様々な「口腔保健情報」を共有
できる場を事業のなかに、組み入
れていただきたい。

2 ①

69

「要介護高齢者の食を支える口腔
ケア対策事業」の実施による、よ
り充実した医療連携による「口腔
ケア」は、要介護高齢者等がその
人らしく生きることを可能にする
といえるのではないか。

2 ①

70

高齢社会では民生委員の役割が一
層重要になるが、体制は従来のま
まである。民生委員のサポートシ
ステムが必要だと思う。

民生委員の負担軽減に向けた研究会を開催
し、検討をしています。
民生委員と福祉協力員の連携強化など、地域
の中の活動者間の連携を推進するとともに、
区役所による支援体制の強化を図ります。

2 ①

71
民生委員と福祉協力員の連絡会議
が行われていない。

民生委員と福祉協力員の連携強化を図るた
め、区役所と区社会福祉協議会による支援強
化に取り組みます。

2 ①

72

一人暮らしの高齢者が室内で転倒
等の原因で動けなくなったときに
地域包括支援センターに連絡した
ら、すぐに対応ができないといわ
れた。事務的な手続きをしなけれ
ば何もできないらしい。

高齢者の保健・医療・福祉に関する総合相談
窓口として地域包括支援センターを設置して
おりますが、高齢者の方の多様な相談に迅速
に対応できるよう、相談対応の改善に努めま
す。

2 ①

73

基本目標３の②「いのちをつなぐ
ネットワーク事業」たが、地域で
は、民生委員、福祉協力員、ボラ
ンティア協力員、ふれあい通信員
で、孤独死だけは、出さないよう
に努力している。

いのちをつなぐネットワーク事業について
は、地域の関係者のご協力により、一定の成
果をあげていると考えています。
今後も、当事業のより一層の推進を目指し、
地域と行政の力を結集して、見守りの網の目
をより細かくしていくよう、取組みます。

2 ①

高齢者の歯科口腔保健（口腔機能向上や口腔
ケア等）は、ＱＯＬの低下や死亡につながる
誤嚥性肺炎・窒息事故の予防のために不可欠
です。口腔機能向上の意義や重要性、方法等
について、高齢者や家族、介護・医療関係者
等に対して普及啓発していきます。また要介
護高齢者の歯科保健医療について、関係者を
対象とした研修会等を実施し、スキルアップ
を図るよう努めます。
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「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

74
基本目標３の「民生委員関連事
業」について、早急に充実を図っ
てほしい。

現在、民生委員の負担軽減に向けた研究会を
開催し、対策を検討をしているところであ
り、民生委員が活動しやすい環境づくりを目
指し、早急に取組みます。

2 ①

75

民生委員と社会福祉協議会との関
係を分かりやすいものにしてほし
い。
一般住民はこの2者の関係を理解
することが出来ない。
福祉ボランティア活動に対する理
解不足が生じ、住民からのコンタ
クトも減少するのではないだろう
か。

民生委員は、法律で定められ、厚生労働大臣
の委嘱を受けている方々であり、社会福祉協
議会の福祉協力員はボランティアの方々で
す。
それぞれの役割をわかりやすくご理解いただ
けるよう、啓発を進めます。

2 ①

76
近所の人等が孤立しがちな高齢者
の事を把握していれば、孤独死な
どの不幸なことはなくなる

支援を必要とする高齢者の孤立を防ぎ、身近
な見守り・支援のもとで安心して生活できる
よう既存の見守り支援ネットワークを中心
に、地域や関係者間の連携を推進し、高齢者
の在宅生活を地域社会全体で見守ることがで
きるよう、取組みます。

2 ①

77

家に閉じこもりがちで社会参加し
ない人達を社会参加させるかが課
題である。（魅力的な方策の必要
を感じる。取組みの見直しが必要
ではないか）

閉じこもりがちな高齢者に対しては、老人ク
ラブによる交流会への参加の呼びかけや、サ
ロン活動の促進などにより社会参加を図って
います。
また、閉じこもり等により要介護状態となる
おそれの高い高齢者を対象とした介護予防事
業においても、より気軽に楽しく参加してい
ただけるような事業のあり方を検討します。

2 ①

78

近所の人が地域の見守りや支え合
いの役割を担えるように支援する
必要があるのではないか。そうし
た取組みを計画に記載してほしい

計画の施策の一つに「見守り・支え合いの
ネットワーク充実」を掲げています。
身近な見守り・支援のもとで安心して生活で
きるよう既存の見守り支援ネットワークを中
心に、地域や関係者間の連携を推進し、高齢
者の在宅生活を地域社会全体で見守り支える
体制の更なる強化を図ります。

3 ①

22



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

79
地域包括支援センターのレベル
アップを図るため、研修を充実し
てはどうか。

地域包括支援センターの質の向上のため、研
修内容の見直し等を行い、充実を図ります。

2 ①

80
地域で認知症を支援している人に
対して、報酬制度を設けてほしい

認知症への対応も含め、高齢者支援にあたっ
ては地域住民の相互扶助が不可欠です。現在
のところ、地域支援者への報酬制度は考えて
いませんが、今後とも地域支援者のみなさん
のご意見をいただきながら認知症の方を支え
るための施策を推進していきます。

2 ③

81
相談相手がなく一人で悩んでいる
高齢者に手を差しのべてほしい。

高齢者の保健・医療・福祉に関する総合相談
窓口として、市内24ヶ所に地域包括支援セン
ターを設置しています。
今後も、支援を必要とする高齢者やその家族
に、地域包括支援センターを広く認知しても
らうと共に、同センターを拠点として関係機
関の連携を進めるなど、相談体制の充実を図
り、高齢者への支援や介護に関する相談への
対応を進めます。

2 ①

82

市民センターで開催されている高
齢者の交流会に、（一人暮らしの
高齢者だけでなく）同居家族のい
る高齢者の方も参加できるよう民
生委員などが声かけをし、家庭外
での高齢者同士の交流を促してほ
しい。

支援を必要とする高齢者の孤立を防ぐため
に、地域の見守り・支援において中心的な役
割を果たす民生委員をはじめ、地域や関係
者、行政が連携し、高齢者の在宅生活を地域
社会全体で見守り支え、高齢者同士の交流も
促せるよう、更なる強化を図ります。

2 ①

高齢者を支える介護サービスの充実

83

色々な高齢者のための支援事業を
してもらい助かっているが、特別
養護老人ホーム等入居しやすい金
額にしてほしい。

介護保険施設の利用者負担を軽くするため、
所得状況に応じて居住費・食費を軽減する制
度や高額介護サービス費、社会福祉法人によ
る軽減制度等を設けています。また、その他
の施設の更なる負担軽減については国に対し
て要望を行っていきます。

2 ①
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「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

84
色々な高齢者のための支援事業を
してもらい助かっているが、施設
を増やしてほしい。

2 ①

85
認知症対応の施設が少ないと聞い
ている。家族が大変なので、施設
の数を増やしてほしい。

2 ①

86

高齢者を支える介護サービス等の
充実のなかの③「複合的な地域密
着型サービスの整備」④「介護
サービスの提供（在宅サービスの
提供）」⑤「定期巡回・随時対応
型訪問介護か看護の整備」⑥「複
合型サービスの整備」について、
早急に推進してほしい。

介護サービス等の充実については、計画に基
づきながら、順次公募を実施するなど、その
実現に向けて取り組んでまいります。

2 ①

87

現在、介護施設等での仕事に従事
している人の待遇があまり良くな
く、離職率が高いと聞いている。
現場スタッフの給与等、待遇を改
善して、利用する人が、快適に生
活できる場所を作っていただきた
い。

質の高い介護サービスを安定的に提供してい
くには、介護職員の確保と処遇改善は重要で
あり、国においては平成２４年度以降も引き
続き介護報酬の増額などにより取り組んでい
く方針です。本市においては、介護従事者の
定着率を高めるために、事業主を対象に働き
やすい職場づくりに向けた研修会などを実施
しており、今後ともこれらの取り組みを通じ
積極的に介護人材の定着・確保に努めていき
ます。

2 ①

88

介護が必要な人に対する無理解が
尊厳を欠いた対応となっている。
経験豊かな支援者養成とスキル
アップが必要ではないか

介護サービスの質の向上とスキルアップを目
的として、介護サービス従事者を対象に必要
な知識・技能を習得するための基礎的・専門
的研修など多様なテーマの研修を実施してい
るところですが、今後とも研修の充実を図っ
ていきます。

2 ①

施設整備については、市民からの要望の高い
特別養護老人ホームと認知症グループホーム
を中心に、第4期計画（２１年度～２３年度）
の１，０５４人分を上回る１，３３４人分を
増床するほか、在宅生活を支援する小規模多
機能型居宅介護事業所の整備を進めます。
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「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

89
福祉サービスを充実してほしい。
（在宅サービスの充実など）

介護や支援の必要な高齢者ができる限り住み
慣れた地域で生活できるよう、介護保険サー
ビスや地域支援事業、それ以外の在宅福祉
サービスなどを充実します。また、小規模多
機能型居宅介護や新たに創設された地域密着
型サービスの整備を行います。

2 ①

90

要介護が非該当の高齢者に対する
見守りや生活を援助するサービス
（買い物やゴミだしなど）を充実
してほしい。

要介護認定を受けていない又は非該当の高齢
者のうち、一時的に居宅での日常生活に支障
のある人を対象に、期間を限定して生活支
援、自立指導を行う在宅サービスを実施して
います。また、見守りが必要な方については
高齢者見守りサポーター派遣サービスを提供
しています。

2 ①

91
要支援の人へのサービスは継続し
てほしい。

介護保険サービスは、利用者の心身の状態、
その置かれている環境等に応じて、利用者の
選択に基づき、必要な人に必要かつ適切な
サービスの提供が行われており、今後とも必
要な人に適切にサービス提供が行われるよう
取り組んでいきます。

2 ①

92
高齢者の状態ごとに、どのような
施設が向いているかをわかりやす
く紹介してほしい。

市内に２４ヵ所設置されている地域包括支援
センターは、高齢者の保健・医療・福祉に関
する「総合相談窓口」で、専門スタッフが必
要な助言や支援を行なっています。また、介
護保険サービス等については、今後とも、よ
りわかりやすい情報提供に努めていきたいと
考えています。

2 ①

93

高齢者世帯に対して、食事代や通
院買い物に係る交通費など、生活
にかかる費用の補助をしてほし
い。

高齢者のうち、非課税世帯などについては、
各種サービスの提供にあたって、利用料の減
免などを行っています。

2 ③

94

高齢者夫婦の世帯だが、大掃除や
高いところの作業等が難しくなっ
ている。有料で気軽に利用できる
家事ホームヘルパーがあるとよ
い。

市内では、高齢者世帯などを対象に簡単な大
工仕事や力仕事をするボランティア活動が行
われており、多くの方に利用されています。
今後とも、介護保険以外の在宅サービスやボ
ランティア活動の促進を図っていきます。

2 ①

25



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

95
介護保険の利用方法がよく分から
ない。年に１回程度市民センター
で説明会を開催してほしい。

本市では、市民の皆様からのお申し出によ
り、職員が地域に出向いて市の施策や事業等
などについての講演を行う「出前講演」を実
施しており、介護保険制度についてもテーマ
としています。

2 ①

96

入院中の父の施設を探している
が、名簿のみを渡され、中身がわ
からず手探りで探すしかなく不安
である。役所の窓口で教えてくれ
るところがあるだろうか

高齢者の保健・医療・福祉に関する総合相談
窓口として、市内24ヶ所に地域包括支援セン
ターを設置しています。施設の相談にも応じ
ていますのでご利用ください。

2 ①

97
介護保険の見直しが必要。自分で
できる事は、保険に頼らないよう
に

高齢者が住み慣れた地域でいきいきと暮らせ
るよう、健康づくりや介護予防の取組みを推
進するとともに、これまで培ってきた経験や
知識等を活かしながら積極的に社会参加でき
るよう、地域社会で活躍できる環境づくりを
進めます。

2 ①

98

介護保険料が月額１０００円も上
がるとのことだが、多くの方には
負担が重いと思う。介護サービス
の利用者が１年で急増するとは思
えない。なせ急に金額が上がるの
か。また、一年ずつ段階的に引き
上げるなどの工夫はできないの
か。

高齢者の増加、介護保険施設の整備に伴う保
険給付費の増や、第１号被保険者の負担割合
の増加等の影響により、本市の第５期保険料
は現在の基準額月額4,450円が5,270円と
820円上昇する予定です。全国平均でも
4,160円から5,000円に840円上昇すると試
算されているところです。なお、介護保険料
は３年度を単位とした事業計画期間ごとに設
定することが原則とされているため、国の考
え方に基づき３年間を通じて一定の保険料を
設定しています。

2 ③

26



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

99

介護認定を受けていない高齢者が
8割で、中高年も保険料を払って
おり、税金も多く投入されている
ことに比べて、要介護認定を受け
ている2割の方が1割の負担で介
護サービスを受けられるのは、負
担が軽すぎるのではないか。
介護保険を利用する方には応分の
負担をしてもらうような仕組みに
ならないだろうか。介護保険制度
は法定の制度であることから、変
えることは難しいとは思うが。

介護保険制度は、負担と給付（サービス）の
関係が明確な社会保険方式が採用されてお
り、介護が必要な方を社会全体で支える制度
です。原則としてサービス費用の9割が保険で
給付され、残りの1割を利用者が負担するとさ
れています。
なお、介護保険の利用者負担については、本
年１月に示された国の「社会保障・税一体改
革」素案にも、そのあり方について検討を行
なうこととされています。市としてはこうし
た国の動向を注視してまいります。

2 ③

100

安易に介護保険を使う人が増えれ
ば、保険料は上がるばかりだと思
う。わずかな年金の中から、後期
高齢者保険、介護保険とあまりに
高齢者の負担が大きく、その保険
料も年々値上げが進むばかりで、
年金は減少するばかりである。

高齢者が住み慣れた地域でいきいきと暮らせ
るよう、健康づくりや介護予防の取組みを推
進するとともに、これまで培ってきた経験や
知識等を活かしながら積極的に社会参加でき
るよう、地域社会で活躍できる環境づくりを
進めます。

2 ①

101

介護保険料の値上げに対する負担
感が大きい。（月1000円の値上
げは高い、保険料が上昇し続けな
いか不安である。低所得者に対し
て保険料をもっと低くする仕組み
が必要ではないか）

高齢者の増加や介護保険施設の整備等により
保険給付費が増加することから、平成２４年
度からの第５期介護保険料は現在の基準額月
額４，４５０円から５，２７０円に８２０円
上昇する見込みです。保険料の設定にあたっ
ては、負担能力に応じた保険料負担段階とす
るため現在の１０段階を１２段階に見直すと
ともに、介護保険料の剰余である介護給付準
備基金などを保険料に充当し、保険料の上昇
を抑制しました。また、低所得者への一層の
配慮を図るため、本市独自の保険料の軽減制
度について資産要件を緩和します。

3 ②

27



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

102

本市の介護保険料は最も高いと言
われている。低所得者が優遇され
ことは多いが、年金がやや高いも
のの、低所得者層一歩手前の層で
も高額な介護保険料及び国民健康
保険料は負担が重い。

高齢者の増加や介護保険施設の整備等により
保険給付費が増加することから、平成２４年
度からの第５期介護保険料は現在の基準額月
額４，４５０円から５，２７０円に８２０円
上昇する見込みです。保険料の設定にあたっ
ては、負担能力に応じた保険料負担段階とす
るため現在の１０段階を１２段階に見直すと
ともに、介護保険料の剰余である介護給付準
備基金などを保険料に充当し、保険料の上昇
を抑制しました。

3 ②

安心して生活できる環境づくり

103

安心して生活できる環境づくりの
①「サービス付き高齢者向け住宅
の普及」②「おでかけ交通」③
「地域カルテづくり事業」④「災
害時要援護者支援のための仕組み
づくりの推進」については、早急
に推進してほしい。

この計画では、保健・医療・福祉とあわせて
「暮らし（生活環境）」の観点から、住宅や
防災、地域活動など幅広い施策を進めること
としています。今後は、計画に基づく取り組
みの着実な推進を図り、防災など緊急時の対
応はもとより、できるだけ身近なところで必
要な機能の備わったコミュニティの維持を目
指します。

2 ①

104

市民センターで活動しているの
は、ほんの一部の人で多くの人
は、よほどの事業がない限り、出
向いてこない。地域住民がこぞっ
てもっと気楽に集まれるホーム的
な場所づくりができないか

地域で高齢者が気軽に立ち寄り、お茶を飲ん
だりおしゃべりをして楽しく過ごすいわゆる
高齢者のサロン活動は、社会福祉協議会にお
いて、推進に取り組んでいます。
本市としても、閉じこもりの防止や社会参加
意欲の向上などにつながるサロン活動が、よ
り多くの地域に広がるよう、市社協の取組み
を支援してまいります。
また、小規模特別養護老人ホームを核に、グ
ループホームや小規模多機能型居宅介護を併
設した複合的な地域密着型サービスの施設整
備においても、サロンを併設することとし、
介護予防の拠点づくりと地域交流の場の提供
を推進しています。

2 ①

28



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

105

交通弱者対策として、マイカーを
使用したボランティア輸送体制を
もっと容易に出来る体制にしてい
ただきたい
これは全国的に急速に必要性が高
くなっているのではないだろう
か。
民間の営業バスとかでは対応でき
ないと思う。

北九州市福祉有償運送運営協議会を設置し、
ボランティアによる福祉輸送（マイカーを使
用したボランティア輸送を含む）の推進につ
いて、検討しています。

2 ①

106

一人暮らしの高齢者が安心して暮
らしていけるよう町内に安心・安
全のためのパトロールをお願いし
たい

支援を必要とする高齢者の身近な見守り・支
援のもとで安心して生活できるよう既存の見
守り支援ネットワークを中心に、地域や関係
者間の連携を推進し、高齢者の在宅生活を地
域社会全体で見守り支える体制の更なる強化
を図ります。
また、地域における防犯の取り組みとして、
全小学校区（１３１校区）に「生活安全パト
ロール隊」が結成され、約１万３千人の方
が、活動に参加しています。今後も地域・警
察・行政が連携して安全・安心なまちを目指
して取り組んでまいります。

2 ①

107

おでかけ交通の充実を図ってほし
い。（利用できない地域が多い。
戸畑区大谷にも取り入れてほし
い）

おでかけ交通は、地域、交通事業者、市の三
者が協力して行う事業です。
おでかけ交通の導入を考えている地域があれ
ば、地域にお伺いして、事業の説明を行いま
す。

4 ④

108

70歳以上高齢者の公共交通機関
の運賃を補助してほしい。西鉄に
援助するなどグランドパスをもう
少し安くしてほしい。

北九州市では、西鉄バスに対し、事業運営に
係る補助金は支出していません。

4 ③

109

高齢者ほど公共交通機関が必要な
ので、現在、運行のない路線でも
バスの運行を検討してほしい。
運行する場合、乗車数を確保のた
めに必要以上に迂回して、結果的
に利用者の運賃負担が高くならな
いように配慮してほしい。

市営バス事業は、独立採算であり新規路線の
運行にあたり、その採算性が確保できるかの
判断をした上で、バスの運行を検討すること
としております。
また、民間事業者のバス路線について、地域
から新規バス路線の運行要望があれば、その
内容をバス事業者に伝え、検討するようお願
いしています。

4 ③

29



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

110

介護バス（シルバーひまわりサー
ビス）は他の市町村にはないサー
ビスでありがたいが、利用できる
バスの台数が少なく、抽選のた
め、年に１～２回した利用できな
い。バスの台数を増やし、軽度の
要介護者を介護している人をケア
してほしい。

社会福祉協議会が実施しているシルバーひま
わりサービスは、7区で15台の福祉車両を運
営しています。そのほか、市内では８団体、
福祉有償運送事業を実施しています。
当事業については、北九州市福祉有償運送協
議会を設置し、事業の推進を目指し、検討し
ています。

2 ①

111

年金暮らしの元気な一人暮らしの
高齢者が利用できる、サービス付
高齢者向け住宅の普及に早急に取
り組んでほしい。

サービス付き高齢者向け住宅の供給促進のた
め、現在、国による補助や税制、融資による
支援が実施されています。市では、サービス
付き高齢者向け住宅としての機能を備えてい
ることを確認し登録を行うとともに、運営状
況について指導監督を行っていきます。

1 ①

30



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

その他

112

北九州市自治基本条例第２６条で
は、個人の人権を重視するあまり
自治会加入は任意にしているが、
これからの高齢社会を考えれば全
住民が参加する自治会組織を確立
し皆で見守りあうシステムが特に
重要だと思う。

市民が安心して共に生活できる地域社会を実
現するために自治会をはじめとするコミュニ
ティは重要な役割を果たしており、北九州市
自治基本条例では、地域のまちづくりにおい
て重要な役割を果たす団体を「コミュニ
ティ」と定義し、その活動を支援することと
しています。なお、自治会の加入は自由であ
るという裁判例もあることから、条例第26条
においては、市民は自治会を含むコミュニ
ティ活動に自由に参加できると規定していま
す。
近年の防犯・防災、福祉等の地域を取り巻く
課題が多様化する中で、住民同士の支えあい
の組織である自治会の重要性は増していま
す。
市としては、自治会は地域づくりのパート
ナーであるため、これまでも自治会の活性化
や加入促進等の支援を行ってきました。
自治会の加入は任意であるという最高裁の判
例もあり、行政が加入を強制することはでき
ませんが、自治会の意義を理解していただけ
るよう自治会と連携しながら加入促進等に取
り組んでいきたいと考えています。

4 ④

113

計画の中に「元気な高齢者が地域
の担い手として活躍」といった言
葉があるが、将来の地域のことを
考えると、自治会などの活動に若
い世代の参加を促す取り組みが必
要と思う。（上手に世代交代をし
ていくための方策などはないか）

自治会の加入者やお世話をする役員の方の高
齢化などにより、コミュニティの維持形成が
難しくなり、活動に地域差が生じています。
そのため、市としては、次世代の自治会の運
営を担う人材の発掘・育成への支援が必要で
あると考えており、これまでも、地域人材を
養成するセミナー等を開催してきました。
引き続き、若い世代が参加し、活発に活動で
きるような取り組みを進めていきたいと考え
ています。

4 ④

31



「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

114

市の指定ゴミ袋が、結び目が短い
など手指のしびれ等がある高齢者
や病気の市民にとって、使いにく
くゴミの日が苦になっている。一
日も早く改良していただきたい。
（弱者・高齢者の使えるゴミ袋
を）
・破れないビニール袋をつくる。
ビニールの質をよくする（環境衛
生上良くない）
・まん中の結び目、短くて結べな
くて切れる。（不要）
・両方の取っ手が短くて結べな
い。長くする
・袋のもつところ短くて切れる少
し下げて取っ手を長くしたら結び
やすくなる
・ゴミ袋の強度や欠陥について監
査（検査）しっかりしてほしい。
・１０枚入りで販売している市の
指定ゴミ袋に９枚しかはいってい
なかった。

ご意見いただきました結び目や取っ手の長さ
については、市民の皆様にアンケートを実施
して検討させていただく予定です。

指定袋の品質管理は次のとおり対応していま
す。
①一般のポリ袋のJIS規格基準より厳しい独自
の基準を設定
②検査機関で厚さや強さの検査を実施
③製造前のサンプル品の検査や納品時の抜き
取り検査を実施

指定袋の強度確保には十分に対応を行ってお
りますが、まれに破れるといった不良品が発
生した場合には、交換させていただくととも
に、製造業者に原因を究明させ、不良品の発
生防止に努めているところです。
また、枚数の不足については、不足分を送付
させていただきます。

不良品、枚数の不足がありました場合には、
環境局業務課（５８２－２１８０）までご連
絡をお願いします。

5 ④

115

市の指定ゴミ袋を海外で作らせる
のでなく北九州で作ったらとう
か。あわせて、県外にゴミ袋を注
文するのでなく北九州市で注文し
たらどうか。

指定袋の製造業者の選定は、法の規定に基づ
き、どの業者でも自由に入札に参加できる一
般競争入札により、実施することとなってい
ます。

5 ④

116
市の指定ゴミ袋の単価をあけない
こと。

指定袋の手数料（販売価格）については、ご
み処理にかかる経費の一部を負担していただ
くため、条例により定めています。

5 ④
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「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

117

高齢者の居場所がなかなかなく、
外にでる機会が少ない。提案とし
て、人々が往来し元気になるには
散歩道をつくり、所々にベンチを
多数設置して休み休み歩けるよう
にする。

歩道上のベンチの設置については、「歩行者
や車いす等の通行を妨げないこと」や、「歩
行者の回遊性が多く、休憩施設が必要と判断
されること」など、条件が整えば設置するこ
とがあります。また、ベンチに替わるものと
して、腰掛けができる「車止め」や「歩道面
より一段高い植樹帯」、さらに、寄り掛かっ
て休憩できる「柵兼用のベンチ」などを設置
している箇所もあります。
そこで、これらベンチ等の設置については、
自治会などを通して要望を頂ければ、現地の
状況を見て個別に判断したいと考えていま
す。
現在、黒崎の「ふれあい通り」では、広幅員
の歩道整備とあわせベンチの設置工事を行っ
ています。これは、十分な歩道幅員が確保で
き、また今後買い物などで多くの人が賑わ
い、散策することが見込まれることからベン
チを設置することとした事例です。

5 ④

118

若松体育館のジムを利用している
が高齢者の利用が多くなり混雑し
ている。区内１ヵ所のみなので
２、３ケ所の増設をお願いした
い。あわせて、若松体育館で高齢
者を対象とした体操教室が開催さ
れているが、内容及び開催回数と
もに充実させ、高齢者に体育館を
もっと有効に使用させてほしい。

現在、市内では若松体育館など４施設でト
レーニング室を利用いただいております。ま
た、保健福祉局が障害者スポーツセンターの
再整備を行っており、トレーニング室に対す
るニーズに応えることとしていますので、現
在のところ、若松区内で増設の計画はありま
せん。また、高齢者を対象とした健康教室に
ついては、今後とも健康教室を実施している
（財）北九州市体育協会とより緊密に連携を
図りながら、高齢者の健康づくりに資する講
座内容の充実等について検討を行ってまいり
ます。

5 ③

119

延命装置について、臓器提供意思
表示カードのように、健康なとき
に使用希望の有無を意思表示でき
ればよいと思う。

リビング・ウィル（書面による生前の意志表
示）については、現在、国において法制化が
検討されているところですが、平成２０年に
国が実施した調査では、国民の約6割が法制化
に反対との結果が出ており、引き続き慎重な
検討がなされています。そのため、現時点で
計画に記載することは難しいと考えていま
す。

4 ③
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「（仮称）第三次北九州市高齢者支援計画」素案に対する
意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　追加・修正なし
②　追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２　計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４　計画には直接関係しない意見（他の分野別計画等で取り扱うべき内容の意見　等）
５　その他

120
高齢者が自由に使えるプールがあ
ればよい。（規制が厳しくない
プール）

現在、市内で年間を通して利用できる市営
プールは５ヶ所あり、いずれも多くの高齢者
の方が利用されています。
今後も、利用しやすいプール運営に努めてま
いりますので、これらのプールのご利用をお
願いいたします。

5 ③

34


